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(57)【要約】
【課題】液晶表示装置の表示品位を高める。
【解決手段】第１および第２画素電極を含む画素と、第
１画素電極と容量を形成する第１容量配線と、第２画素
電極と容量を形成する第２容量配線とを備え、第１容量
配線に第１容量信号が供給されるとともに第２容量配線
に第２容量信号が供給される液晶表示装置において、前
記第１および第２容量信号それぞれについて、第１電位
と第１電位よりも高い第２電位とが交互に入れ替わるス
イング期間と、このスイング期間に続き、第１電位およ
び第２電位の中間となる第３電位に維持される非スイン
グ期間とが１フレーム期間内に設けられている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１および第２画素電極を含む画素と、第１画素電極と容量を形成する第１容量配線と
、第２画素電極と容量を形成する第２容量配線とを備え、第１容量配線に第１容量信号が
供給されるとともに第２容量配線に第２容量信号が供給される液晶表示装置であって、
　前記第１および第２容量信号それぞれについて、第１電位と第１電位よりも高い第２電
位とが交互に入れ替わるスイング期間と、このスイング期間に続き、第１電位および第２
電位の中間となる第３電位に維持される非スイング期間とが１フレーム期間内に設けられ
ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　第１および第２容量信号それぞれについて、スイング期間に供給される電位の実効値が
第３電位に等しいことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１および第２画素電極に対向する対向電極を備え、
　前記第３電位は、前記対向電極に供給される電位に等しいことを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記非スイング期間は、垂直帰線期間と同じかそれよりも短いことを特徴とする１～３
のいずれか１項に記載の請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記スイング期間は垂直走査期間と同じかそれよりも長いことを特徴とする請求項１～
４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１画素電極に接続する第１トランジスタと、第２画素電極に接続する第２トラン
ジスタと、第１および第２トランジスタに接続する走査信号線と、第１および第２トラン
ジスタに接続するデータ信号線とを備え、
　第１垂直走査期間内の選択期間に、前記走査信号線が選択されてデータ信号線から第１
および第２画素電極に第１極性の信号電位が書き込まれ、
　第１垂直走査期間の選択期間終了時に１容量信号が第１電位であって、第２容量信号が
第２電位であることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　第２垂直走査期間内の選択期間に、前記走査信号線が選択されてデータ信号線から第１
および第２画素電極に第２極性の信号電位が書き込まれ、
　第２垂直走査期間の選択期間終了時に、第１容量配線が第２電位であって、第２容量配
線が第１電位であることを特徴とする請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　第１および第２画素電極を含む画素と、第１画素電極と容量を形成する第１容量配線と
、第２画素電極と容量を形成する第２容量配線とを備えた液晶表示装置の駆動方法であっ
て、
　第１容量配線に供給する第１容量信号および第２容量配線に供給する第２容量信号それ
ぞれについて、第１電位と第１電位よりも高い第２電位とが交互に入れ替わるスイング期
間と、このスイング期間に続き、第１電位および第２電位の中間となる第３電位に維持さ
れる非スイング期間とを１フレーム期間内に設けることを特徴とする液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の液晶表示装置と、チューナとを備えるテレビジョ
ン受像機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法、テレビジョン受像機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、１画素に設けた第１画素電極および第２画素電極それぞれを、別々の
トランジスタを介して同一データ信号線および同一走査信号線に接続するともに、第１画
素電極と容量を形成する容量配線と、第２画素電極を容量を形成する容量配線とに容量信
号を供給する駆動方法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】日本国公開特許公報２００４－６２１４６（公開日：２００４年２月２６
日）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記駆動方法においては、容量信号の実効値の調整等のために１フレーム期間の末尾で
容量信号の周波数を上げると、帯状のスジムラが発現する現象が起こりうることが見いだ
された。本発明の目的の１つは、このような現象を抑えて表示品位を高めることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本液晶表示装置は、第１および第２画素電極を含む画素と、第１画素電極と容量を形成
する第１容量配線と、第２画素電極と容量を形成する第２容量配線とを備え、第１容量配
線に第１容量信号が供給されるとともに第２容量配線に第２容量信号が供給される液晶表
示装置であって、前記第１および第２容量信号それぞれについて、第１電位と第１電位よ
りも低い第２電位とが交互に入れ替わるスイング期間と、このスイング期間に続き、第１
電位および第２電位の中間となる第３電位で維持される非スイング期間とが、１フレーム
期間内に設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　前記構成によれば、各容量配線の駆動負荷が軽減され、前記の現象を抑えて表示品位を
高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施の形態１の液晶表示装置の構成を示す模式図である。
【図２】図１の液晶パネルの構成を示す回路図である。
【図３】（ａ）・（ｂ）は、本液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャートである
。
【図４】スイング期間および非スイング期間の設定方法を示す模式図である。
【図５】本液晶表示装置における各種信号および供給電位の流れを示すブロック図である
。
【図６】ＣＳドライバでの容量信号の生成方法を示すタイミングチャートである。
【図７】（ａ）（ｂ）は、実施の形態２の液晶ＴＶの構成を示す模式図である。
【図８】容量信号の生成方法を示す参考図である。
【図９】問題となる表示状態を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の実施の形態を図１～図９に基づいて以下に説明する。
【０００９】
　〔実施の形態１〕
　図１は、本液晶表示装置の構成を示す模式図である。図１に示すように、液晶表示装置
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２は、液晶パネル３と、バックライト４と、液晶パネル３の複数の走査信号線（例えば、
走査信号線ＧＬｊ）を駆動するゲートドライバ６と、液晶パネル３の複数のデータ信号線
（例えば、データ信号線ＤＬ）を駆動するソースドライバ７と、液晶パネル３の複数の容
量配線（例えば、容量配線ＣＬｉ・ＣＬｊ）を駆動するＣＳドライバ８と、ゲートドライ
バ６およびソースドライバ７並びにＣＳドライバ８を制御する表示制御回路１０とを備え
る。液晶パネル３はアクティブマトリクス基板と対向基板とこれらに挟まれた液晶層とを
含み、ｊ番目の走査信号線ＧＬｊおよびデータ信号線ＤＬの交差部分に画素ＰＸｊが形成
されている。
【００１０】
　図２は、図１の液晶パネル３の構成を示す回路図である。図２に示すように、画素ＰＸ
ｊは、第１画素電極ＰＥ１および第２画素電極ＰＥ２を含み、第１画素電極ＰＥ１および
対向基板に形成された共通電極ＣＯＭ並びにこれらで挟まれた液晶層によってサブ画素Ｓ
Ｐ１が形成され、第２画素電極ＰＥ２および対向基板に形成された共通電極ＣＯＭ並びに
これらで挟まれた液晶層によってサブ画素ＳＰ２が形成される。
【００１１】
　第１画素電極ＰＥ１は、トランジスタＴＲ１を介してデータ信号線ＤＬおよび走査信号
線ＧＬｊに接続され、第１画素電極ＰＥ１と容量配線ＣＬｉとの間には補助容量Ｃ１が形
成されている。同様に、第２画素電極ＰＥ２は、トランジスタＴＲ２を介してデータ信号
線ＤＬおよび走査信号線ＧＬｊに接続され、第２画素電極ＰＥ２と容量配線ＣＬｊとの間
には補助容量Ｃ２が形成されている。
【００１２】
　なお、ＣＳドライバ８には１２本の幹配線（幹配線Ｍ１・Ｍ２を含む）が設けられてお
り、容量配線ＣＬｉはＣＳ幹配線Ｍ１に接続され、容量配線ＣＬｊはＣＳ幹配線Ｍ２に接
続されている。
【００１３】
　図３（ａ）は、本実施の形態の液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャートであ
る。複数の走査信号線を順次選択（走査）するゲートドライバ６は、走査信号線ＧＬｊに
ゲートパルスＧＰｊを供給することでこれを選択する。ソースドライバ７は、データ信号
線ＤＬにデータ信号ＤＳを供給する。ＣＳドライバ８は、ＣＳ幹配線Ｍ１を介して容量配
線ＣＬｉに第１容量信号ＣＳｉを供給するとともに、ＣＳ幹配線Ｍ２を介して容量配線Ｃ
Ｌｊに第２容量信号ＣＳｊを供給する。なお、図３（ａ）では垂直走査期間中はデータ信
号ＤＳの極性を同一としているが、１あるいは複数水平走査期間ごとにデータ信号ＤＳの
極性を反転させてもよい。
【００１４】
　図３（ｂ）に示すように、パルス信号である第１容量信号ＣＳｉおよび第２容量信号Ｃ
Ｓｊそれぞれについては、第１電位（以下、適宜「Ｌｏｗ」と記載）と第１電位よりも高
い第２電位（以下、適宜「Ｈｉｇｈ」と記載）とが交互に入れ替わるスイング期間ＳＴと
、スイング期間ＳＴに続き、第１および第２電位の中間値である第３電位が維持される非
スイング期間ＮＴとが１フレーム期間ＦＰ内に設けられている。スイング期間ＳＴの周期
は、例えば２４Ｈ（Ｈｉｇｈが１２Ｈで、Ｌｏｗが１２Ｈ）である。なお、一水平走査期
間分を１Ｈと記載している。スイング期間ＳＴの第１および第２容量信号ＣＳｉ・ＣＳｊ
は、相互に位相が半周期分ずれており、両者は反転関係にある。
【００１５】
　各垂直走査期間では、ゲートパルスＧＰｊの供給によって走査信号線ＧＬｊがアクティ
ブとなり、アクティブ状態の期間（選択期間）に、データ信号線ＤＬから第１および第２
画素電極ＰＥ１・ＰＥ２にデータ信号が書き込まれる。
【００１６】
　図３（ａ）に示すように、第１垂直走査期間内の選択期間に第１容量信号ＣＳｉがＬｏ
ｗ、第２容量信号ＣＳｊがＨｉｇｈとなっており、この選択期間で第１および第２画素電
極ＰＥ１・ＰＥ２にプラス極性のデータ信号が書き込まれた後に、第１容量信号ＣＳｉが
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Ｈｉｇｈに、第２容量信号ＣＳｊがＬｏｗに反転する。
【００１７】
　第１および第２容量信号ＣＳｉ・ＣＳｊは、第１垂直走査期間内の選択期間から第２垂
直走査期間内の選択期間までの１フレーム期間ＦＰの実効電位が、第１電位（Ｌｏｗ）お
よび第２電位（Ｈｉｇｈ）の中間値である第３電位（例えば、共通電極ＣＯＭの電位であ
る共通電位Ｖｃｏｍ）である。
【００１８】
　このように、１フレーム期間ＦＰの第１容量信号ＣＳｉの実効値が第３電位であり、第
１垂直走査期間の選択期間終了時（トランジスタＴＲ１のＯＦＦ時）の第１容量信号ＣＳ
ｉがＬｏｗ（第１電位）であるため、第１画素電極ＰＥ１（容量配線ＣＬ１と容量Ｃ１を
形成）の実効値は、第１垂直走査期間の選択期間終了時に書き込まれたデータ信号の電位
（プラス）から引き上げられる。これにより、第１画素電極ＰＥ１を含むサブ画素ＳＰ１
は、データ信号の想定よりも明るい明サブ画素となる。
【００１９】
　また、１フレーム期間ＦＰの第１容量信号ＣＳｊの実効値が第３電位であり、第１垂直
走査期間の選択期間終了時（トランジスタＴＲ２のＯＦＦ時）の第２容量信号ＣＳｊがＨ
ｉｇｈ（第２電位）であるため、第２画素電極ＰＥ２（容量配線ＣＬ２と容量Ｃ２を形成
）の１フレーム期間ＦＰの実効値は、第１垂直走査期間の選択期間終了時に書き込まれた
データ信号の電位（プラス）から引き下げられる。これにより、第２画素電極ＰＥ２を含
むサブ画素ＳＰ２は、データ信号の想定よりも暗い暗サブ画素となる。
【００２０】
　図３（ａ）に示すように、第２垂直走査期間内の選択期間に第１容量信号ＣＳｉがＨｉ
ｇｈ、第２容量信号ＣＳｊがＬｏｗとなっており、この選択期間で第１および第２画素電
極ＰＥ１・ＰＥ２にマイナス極性のデータ信号が書き込まれた後に、第１容量信号ＣＳｉ
がＬｏｗに、第２容量信号ＣＳｊがＨｉｇｈに反転する。
【００２１】
　第１および第２容量信号ＣＳｉ・ＣＳｊは、第２垂直走査期間内の選択期間から次の垂
直走査期間内の選択期間までの１フレーム期間の実効電位が、第１電位（Ｌｏｗ）および
第２電位（Ｈｉｇｈ）の中間値である第３電位（例えば、共通電位Ｖｃｏｍ）である。
【００２２】
　このように、１フレーム期間の第１容量信号ＣＳｉの実効値が第３電位であり、第２垂
直走査期間の選択期間終了時（トランジスタＴＲ１のＯＦＦ時）の第１容量信号ＣＳｉが
Ｈｉｇｈ（第２電位）であるため、第１画素電極ＰＥ１（容量配線ＣＬ１と容量Ｃ１を形
成）の実効値は、第２垂直走査期間の選択期間終了時に書き込まれたデータ信号の電位（
マイナス）から引き下げられる。これにより、第１画素電極ＰＥ１を含むサブ画素ＳＰ１
は、データ信号の想定よりも明るい明サブ画素となる。
【００２３】
　また、１フレーム期間の第１容量信号ＣＳｊの実効値が第３電位であり、第２垂直走査
期間の選択期間終了時（トランジスタＴＲ２のＯＦＦ時）の第２容量信号ＣＳｊがＬｏｗ
（第１電位）であるため、第２画素電極ＰＥ２（容量配線ＣＬ２と容量Ｃ２を形成）の１
フレーム期間の実効値は、第２垂直走査期間の選択期間終了時に書き込まれたデータ信号
の電位（マイナス）から引き上げられる。これにより、第２画素電極ＰＥ２を含むサブ画
素ＳＰ２は、データ信号の想定よりも暗い暗サブ画素となる。
【００２４】
　このように、１画素（ＰＸｊ）内に、明サブ画素（ＳＰ１）および暗サブ画素（ＳＰ２
）を形成することで、視野角特性を高めることができる。
【００２５】
　この駆動方法では、各フレーム期間において第１および第２容量信号ＣＳｉ・ＣＳｊそ
れぞれの実効値を第３電位（ＬｏｗおよびＨｉｇｈの中間値）とする必要がある。例えば
、図４（ａ）に示すように、垂直走査期間が１０８０Ｈ、垂直帰線期間が４０Ｈの場合（
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１フレーム期間は１０８０Ｈ＋４０Ｈ＝１１２０Ｈ）、第１および第２容量信号ＣＳｉ・
ＣＳｊそれぞれの周期を２４Ｈ（１２Ｈごとに反転）とすると、垂直走査期間分（１０８
０Ｈ）の実効値は第３電位となる（２４Ｈ×４５＝１０８０）。よって、垂直帰線期間に
あたる４０Ｈ分を１Ｈ反転あるいは２Ｈ反転させる（例えば図８に示すように、垂直帰線
期間に相当するフレーム期間末尾を短周期の期間とする）ことで、各容量信号の実効値を
第３電位とすることができるが、ＣＳドライバの負荷が大きくなるため、容量配線の充電
不足等に起因して帯状のスジムラが発現（図９（ａ）・図９（ｂ）参照）することが見出
されている。
【００２６】
　液晶表示装置２では、図４（ｂ）に示すように、第１および第２容量信号ＣＳｉ・ＣＳ
ｊそれぞれについて、垂直走査期間に相当する１０８０Ｈ分をスイング期間ＳＴとし、垂
直帰線期間に相当する、フレーム期間の末尾（例えば４０Ｈ分）を、第３電位（Ｖｃｏｍ
）が維持される非スイング期間ＮＴとしている。これにより、ＣＳドライバ８の駆動負荷
が軽減され、容量配線の充電不足等に起因する帯状のスジムラの発現を抑制することがで
きる。
【００２７】
　なお、第１および第２容量信号ＣＳｉ・ＣＳｊそれぞれの周期が２４Ｈで垂直帰線期間
が４０Ｈの場合、図４（ｃ）に示すように、４０Ｈの内の２４Ｈをスイング期間ＳＴに付
け足し（ＳＴ＝１１０４Ｈとする）、余った１６Ｈを非スイング期間ＮＴとすることもで
きる。
【００２８】
　液晶表示装置２では、スイング期間ＳＴが垂直走査期間と同じかそれよりも長く、非ス
イング期間ＮＴが垂直帰線期間と同じかそれよりも短いため、非スイング期間ＮＴが表示
に与える影響は実質的にないといえる。
【００２９】
　液晶表示装置２では、第３電位を共通電極の電位であるＶｃｏｍに設定しているため、
第１および第２電位の中間値である第３電位を別途作成する必要がなく、ＣＳドライバ８
の構成を簡易にすることができる。
【００３０】
　また、図８のように短周期の期間を設定する手法では、液晶パネルごとに設定を調整す
る必要があるが、本液晶表示装置３の構成では、この期間に自動的にＶｃｏｍが出力され
るため、そのような調整工程を省くことができる。
【００３１】
　図５は本液晶表示装置２における各種信号および供給電位の流れを示すブロック図であ
る。図５に示すように、図１の表示制御回路１０に設けられるタイミングコントローラ１
１は、ゲートスタートパルス信号（ＧＳＰ）、ゲートクロック信号（ＧＣＫ）、ゲートオ
ンイネイブル信号（ＧＯＥ）をゲートドライバ６に出力し、表示データＤＡＴ（例えばＬ
ＶＤＳ信号）およびラッチストローブ信号ＬＳをソースドライバ７に供給する。また、ソ
ースドライバ７には、階調電位（ＶＨ２５５、ＶＨ１２８、ＶＨ６４等）が入力される。
【００３２】
　ＣＳドライバ８には、ＣＳレベルシフタ１３、ＤＡ変換回路１４、およびＣＳ幹配線Ｍ
１～Ｍ１２が含まれる。タイミングコントローラ１１は、ＣＳ駆動のＯＮ／ＯＦＦを制御
するフラグ信号（ＣＳ－ＥＮ）およびＣＳタイミング信号（ＣＳＡ～ＣＳＬ）をＣＳレベ
ルシフタ１３に出力する。ＣＳレベルシフタ１３には、低電位側のＶＣＣ電位（例えば、
３．３Ｖ）および高電位側のＶＬＳ電位（例えば、１５．６Ｖ）並びに共通電極電位Ｖｃ
ｏｍが供給され、ＤＡ変換回路１４には、低電位側のＶＣＣ電位（例えば、３．３Ｖ）お
よび高電位側のＶＬＳ電位（例えば、１５．６Ｖ）が供給される。
【００３３】
　ＤＡ変換回路１４は、ＶＣＣ電位およびＶＬＳ電位からＶＣＳＸ電位、ＶＣＳＹ電位、
ＶＣＳｙ電位、およびＶＣＳｘ電位を作成し、これらをＣＳレベルシフタ１３に供給する
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。
【００３４】
　ＣＳレベルシフタ１３は、ＣＳタイミング信号（ＣＳＡ～ＣＳＬ）に従い、ＶＣＳＸ電
位、ＶＣＳＹ電位、ＶＣＳｙ電位、およびＶＣＳｘ電位から容量信号ＣＳ１～ＣＳ１２を
生成し、これらをＣＳ幹配線Ｍ１～Ｍ１２を介して各容量配線に出力する。
【００３５】
　具体的には、ＣＳレベルシフタ１３は、例えば図６（ａ）に示すように、ＣＳＤ＝Ｈ（
Ｈｉｇｈ）かつＣＳＢ＝Ｈの期間はＶＣＳｙ電位を出力し、ＣＳＤ＝ＨかつＣＳＢ＝Ｌ（
Ｌｏｗ）の期間はＶＣＳＹ電位を出力し、ＣＳＤ＝ＬかつＣＳＢ＝Ｈの期間はＶＣＳＸ電
位を出力し、ＣＳＤ＝ＬかつＣＳＢ＝Ｌの期間はＶＣＳｘ電位を出力し、さらに、ＣＳＤ
＝ＨかつＣＳＢ＝ＬあるいはＣＳＤ＝ＬかつＣＳＢ＝Ｈの状態が３Ｈ期間以上繰り返すと
、Ｖｃｏｍを出力する。これにより、例えば図６（ｂ）のようなＣＳタイミング信号ＣＳ
Ｄ・ＣＳＢに従って、同図に示すような容量信号ＣＳ１（第１容量信号ＣＳｉ）を生成し
、これをＣＳ幹配線Ｍ１を介して容量配線（例えば、ＣＳ幹配線Ｍ１に接続する容量配線
ＣＬｉ）に出力することができる。
【００３６】
　なお、前述した短周期の期間を設定するタイプのタイミングコントローラでは、ＣＳＤ
およびＣＳＢが、例えば図８のように設定されているため、フレーム期間の末尾（垂直帰
線期間に相当）のＣＳＤを図６（ｂ）のように１Ｈ反転に変更した上で、ＣＳＤ＝Ｈかつ
ＣＳＢ＝ＬあるいはＣＳＤ＝ＬかつＣＳＢ＝Ｈの状態が３Ｈ期間以上繰り返されると、Ｖ
ｃｏｍを出力するようにＣＳレベルシフタも変更する。
【００３７】
　〔実施の形態２〕
　図７（ａ）に示すように、実施の形態１の液晶表示装置２を、テレビジョン放送のチュ
ーナ装置２０と組み合わせることで、例えば、図７（ｂ）に示すような液晶テレビ３０を
構成することが可能である。
【００３８】
　〔まとめ〕
　本発明の第１態様にかかる液晶表示装置は、第１および第２画素電極を含む画素と、第
１画素電極と容量を形成する第１容量配線と、第２画素電極と容量を形成する第２容量配
線とを備え、第１容量配線に第１容量信号が供給されるとともに第２容量配線に第２容量
信号が供給される液晶表示装置であって、前記第１および第２容量信号それぞれについて
、第１電位と第１電位よりも高い第２電位とが交互に入れ替わるスイング期間と、このス
イング期間に続き、第１電位および第２電位の中間となる第３電位に維持される非スイン
グ期間とが１フレーム期間内に設けられていることを特徴とする。
【００３９】
　前記構成によれば、スイング期間に続く非スイング期間において第１および第２容量信
号それぞれを第３電位（第１電位および第２電位の中間の電位）に維持することで、各容
量信号の実効値の調整を可能としながら各容量配線の駆動負荷を軽減することができ、前
記の現象を抑えることができる。
【００４０】
　本発明の第１態様にかかる液晶表示装置は、前記第１態様において、第１および第２容
量信号それぞれについて、スイング期間に供給される電位の実効値が第３電位に等しいこ
とを特徴とする。
【００４１】
　前記構成によれば、１フレーム期間の第１および第２容量信号それぞれの実効値を第３
電位とすることができる。
【００４２】
　本発明の第３態様にかかる液晶表示装置は、前記第１または第２態様において、前記第
１および第２画素電極に対向する対向電極を備え、前記第３電位は、前記対向電極に供給
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される電位に等しいことを特徴とする。
【００４３】
　前記構成によれば、第３電位を別途作成する必要がなくなり、容量配線の駆動回路を簡
易化することができる。
【００４４】
　本発明の第４態様にかかる液晶表示装置は、前記第１～３態様のいずれかにおいて、前
記非スイング期間は、垂直帰線期間と同じかそれよりも短いことを特徴とする。
【００４５】
　このように前記非スイング期間を垂直帰線期間と同じかそれよりも短くすることで、表
示に対する影響を実質的に排除することができる。
【００４６】
　本発明の第５態様にかかる液晶表示装置は、前記第１～４態様のいずれかにおいて、前
記スイング期間は垂直走査期間と同じかそれよりも長いことを特徴とする。
【００４７】
　このように前記非スイング期間を垂直走査期間と同じかそれよりも長くすることで表示
に対する影響を実質的に排除することができる。
【００４８】
　本発明の第６態様にかかる液晶表示装置は、前記第１～５態様のいずれかにおいて、前
記第１画素電極に接続する第１トランジスタと、第２画素電極に接続する第２トランジス
タと、第１および第２トランジスタに接続する走査信号線と、第１および第２トランジス
タに接続するデータ信号線とを備え、第１垂直走査期間内の選択期間に、前記走査信号線
が選択されてデータ信号線から第１および第２画素電極に第１極性の信号電位が書き込ま
れ、第１垂直走査期間の選択期間終了時に１容量信号が第１電位であって、第２容量信号
が第２電位であることを特徴とする。
【００４９】
　前記構成によれば、第１垂直走査期間に対応するフレーム期間に、例えば、第１画素電
極に対応するサブ画素を明サブ画素、第２画素電極に対応するサブ画素を暗サブ画素とす
ることができる。
【００５０】
　本発明の第７態様にかかる液晶表示装置は、前記第６態様において、第２垂直走査期間
内の選択期間に、前記走査信号線が選択されてデータ信号線から第１および第２画素電極
に第２極性の信号電位が書き込まれ、第２垂直走査期間の選択期間終了時に、第１容量配
線が第２電位であって、第２容量配線が第１電位である。
【００５１】
　前記構成によれば、第２垂直走査期間に対応するフレーム期間に、例えば、第１画素電
極に対応するサブ画素を明サブ画素、第２画素電極に対応するサブ画素を暗サブ画素とす
ることができる。
【００５２】
　本液晶表示装置の駆動方法は、第１および第２画素電極を含む画素と、第１画素電極と
容量を形成する第１容量配線と、第２画素電極と容量を形成する第２容量配線とを備えた
液晶表示装置の駆動方法であって、第１容量配線に供給する第１容量信号および第２容量
配線に供給する第２容量信号それぞれについて、第１電位と第１電位よりも高い第２電位
とが交互に入れ替わるスイング期間と、このスイング期間に続き、第１電位および第２電
位の中間となる第３電位に維持される非スイング期間とを１フレーム期間内に設けること
を特徴とする。
【００５３】
　前記方法によれば、スイング期間に続く非スイング期間において第１および第２容量信
号それぞれを第３電位（第１電位および第２電位の中間の電位）に維持することで、各容
量信号の実効値の調整を可能としながら各容量配線の駆動負荷を軽減することができ、前
記の現象を抑えることができる。



(9) JP 2016-197147 A 2016.11.24

10

20

30

【００５４】
　本テレビジョン受像機は、前記第１～７態様にかかるいずれかの液晶表示装置と、チュ
ーナとを備えることを特徴とする。
【００５５】
　本発明は前記の実施の形態に限定されるものではなく、前記実施の形態を技術常識に基
づいて適宜変更したものやそれらを組み合わせて得られるものも本発明の実施の形態に含
まれる。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本液晶表示装置は、液晶テレビ、液晶モニタ、テレビモニタ等に好適である。
【符号の説明】
【００５７】
２　液晶表示装置
３　液晶パネル
４　バックライト
６　ソースドライバ
７　ゲートドライバ
８　ＣＳドライバ
１０　表示制御回路
ＰＸｊ　画素
ＧＬｊ　走査信号線
ＤＬ　データ信号線
ＣＬｉ　ＣＬｊ　容量配線
ＰＥ１　第１画素電極
ＰＥ２　第２画素電極
ＣＳｉ　第１容量信号
ＣＳｊ　第２容量信号
ＧＰｊ　ゲートパルス
ＤＳ　データ信号
ＳＴ　スイング期間
ＮＴ　非スイング期間
ＦＰ　１フレーム期間
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